
No. 107

6 -1st- 5
22 -2nd- 6
21 -3rd- 5
20 -4th- 10

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 30 8 2 2 1 4 * 2 0 1 0
* 11 3 0 2 0 5 * 10 1 3 1
* 4 0 2 0 2 6 3 1 0 0
* 3 1 0 0 0 7 3 1 0 0

0 0 0 0 0 8 - - - -
0 0 0 0 0 9 3 1 0 0
4 0 2 0 0 10 * 0 0 0 0

* 14 0 6 2 2 11 - - - -
0 0 0 0 0 12 - - - -
3 1 0 0 0 13 - - - -
0 0 0 0 0 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
- - - - - 16 * 1 0 0 1
- - - - - 17 * 4 0 2 0
- - - - - 18 0 0 0 0
          
          
          
          
          

 
69 13 12 6 5 26 4 6 2

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

-

 岡田　祐人 0

0
0
-

- 西岡諒汰郎 
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 松田　　涼 

男子決勝は、新人戦準優勝の高崎並榎中と新人戦優勝の伊勢崎殖蓮中を破って決勝に進出した
高崎大類中との高崎対決となった。
第１ピリオド、並榎中はオールコートマンツーマン、大類中は１－３－１のゾーンディフェンスでス
タート。両校ともに思うようにシュートが決まらず５－６のロースコア、並榎中１点リードで第１ピリオ
ドを終了した。
第２ピリオドに入ると並榎中は開始３分で④、⑤，⑬が５本の３Ｐを決め一気にリードを広げる。大
類中は⑤の３Ｐで反撃を試みるも並榎中の勢いをとめることができず１１－２８の並榎中リードで前
半を終える。
第３ピリオドに入っても並榎中は④、⑦の３Ｐ、⑩、⑪のリング下で次々と得点を重ねる。大類中は
並榎中のプレスディフェンスを崩すことができず、点差はどんどん開いていき、１６－４９の並榎中
リードで第３ピリオドを終える。
第４ピリオドも並榎中は④の連続３Ｐなどで着実に得点を重ねていく。大類中も粘りを見せるが最後
までペースは変わらず２６－６９と危なげなく並榎中が優勝を決めた。（文責：須田）
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 高橋　昞官 

 小林　勇士 

 鈴木　祐哉 
 渡辺　成人 
 松沢　侑祐 

 蜂須　政貴 

 岡庭　健太 

 小林　俊也 

○

69

期　　　日： 2008(H20)年6月8日 (日)

開始時間： 13:00

NO.

終了時間：

 柳澤　　丈 
 樋口　　岬 

選手名

 中島　一樹 
 八木　信尚 

大類●

26
(高崎)

並榎

(高崎)

 阿久澤剛史 

F

0
0 鈴木　大空 

 赤石　裕亮 
選手名

1

 

 矢島　拓明 
 松岡　宏明 
 武井　一馬 

 

15

FT:

合計
荒木　義文 
 

合計
佐々木愼一 

スターター

 北村　将寛 
 髙橋　健太 

 山本　　巧 

 

 三木　貴輝 
 安達　祐人 

 樋口　愛稀 
 青木麻利音 

 

 具志　一成 

 梅山　　桂 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第２８回　バスケットボール大会
平成２０年度　群馬県中学校春季大会

桐生市民体育館　Aコート

男子 決勝

主審：

副審：

 

金子 智則

上田 裕隆

 
 

  
 

コーチコーチ

群馬県中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート
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